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忙け自著紹介
西尾正道 著

『がん患者3万人と向きあった医師が語る
一正直ながんの1まなし―』

脩
西尾 正道 (に しお まさみち)
「市民のためのがん治療の会」顧間

福島原発事故から3年経過し、日本は「ナンデモ
アリJの世の中となっています。原発事故に対する人
権を軽視した為政者の姿勢と対応は、近隣のアジア

諸国以下とも言えます。こうした為政者の姿勢は、時
代錯誤の「特定秘密保護法Jを成立させ、権力の悪
用により「集目的自衛権」を閣議決定するにいたりま
した。このままでは日本も徴兵青1と なるであろう.戦
後レジーノ、の終焉と、新たな戦前のレジー′、構築が
なされているのです。

チェルノブイリ事故後の対応には主に国の命令で

軍人が携わり、石構を作って放射性物質を開じ込め
ています。しかし日本では労働者を掻き集め、賃金の
ピンハネまでして働かしています.今後、100～300年
かかる廃炉までの過程で労働力は確保できず、戦争
ばかりではなく、原発事故収拾のために徴兵制となる
だろうと私は考えています。

また、住民に対しては充分な賠償もなされず、生
活や家族の繋がりを奪うばかりでなく、職業被ばくの

線量限度と同等で、放射線管理区域の 4倍近い年間
20niSv(外 部被ばく線量,の所にまで住まわせてい
ます。これは現行の多くの法律に違反した対応です。
さらに帰還を促している見識のなさは国民の健康も奪
うこととなるでしょう。
ご都合主義的に後だしジャンケンで被ばく線量
限度や種々の規制flFを緩和するのでは国民はたまっ
たもので

`ま

ありません.年 間 5 nISv(外 部被ばく
3 nlSv+内 部被ばく2 nlSv)以上の区域は強制移住と
し、移住を余儀なくされた人達には、日本のような仮
設住宅ではなく永住できる住摯|を用意し、すくに同じ
仕事を提供したチェルノブイリ事故対応とは雲泥の

差です。

また私が40年間関与していたがん医療においては、
がんと診断されても放置を勧めたりする馬鹿げたカル

ト教祖のような医師に編される患者さんもi「Iているが
ん医療の状況にも呆れています。

さらにTPPの Pa5題では、関税などが話題となって
いますが、実は最も深刻なのは健康問題です。日|は
貿易摩擦を避けるために、農業の規制 llllは大幅に緩
和され、遺伝子組み換え食品も大量に摂取する日常
生活となります。これらの化学物資は高い発がん性
だけではなく、子どもの神経発達障害を起こす毒性も
り]らかとなり、自開症スペクトラ′、障害 (ア スベルガー

症候群を含む)、 AI)Hl)(注意欠如多動性障害)、 Iン 1)

(学習障害)と 診断される発達障害の子どもが激増し
ている原因となっていることが /73・かってきましたcこ
のため、EIT力臓盟27カ 国は、予防原員1に基づいた配慮
で、昨年からネオニコチノイド系農業は規制・禁iLが

始められ、また遺伝子組み換え食品は禁lLさ れてい

ます。これと比較すれば、日本は為政者の出鱈目さと

国民の民度の低さが組み合わされた結果であるとし
ても、将来深刻な健康被害が危惧されます。
がんを含めた多くの疾患は食の生活習慣と関係し
ています.がん患者の増加は高齢者が増えたからだ
と言う軽薄な医師もいますが、それだけではなくがん

確患者は若年化していることも大きな要因です。それ
には戦後の大気中核実験による放射性物質の世界的
な汚染や農薬や化学物質も関係しています。

今後は東電福島原発から海洋に流出し続けている
ストロンチウムなどの放射性物質は生物濃縮され、海
産物を食す人間の内部被ばくも深刻となります。食品
汚染の実測体lllを構築し、そのデータを基に健康被
害を分析することが必要ですが、充分には行われてい

ません.戦後の生活の在り方や文明そのものの見直し
まで考えなければならない時期になっているのです。

原子力政策を推進することを日的とした単なる民間
NPO団体であるICRP(歴際放射線防護委員会,の内
容を盲信する御用学者や、「がん放置療法」を唱える
近藤 誠医師に討論会を呼び掛けても決して応じて
はくれませんぅ論Flllさ れるのが怖いのでしょうcその
ため、この本を書くことにしました.ま た高齢社会の
がん治療において主役となる放射線治療についても
知って頂きたく項を加えました。本のサブタイトルに
は、「賢く生きるために知っておきたい放射線の光と

影」としました。今や国民病とも言えるがんについて
正しく理解し、『反省はしても後悔はしない』人生を

送っていただければと思いますこ

国際原子カムラに代表される「お金のための科学・

医学」から「ド1民のための科学・医学Jへの転換が
必要なのです。
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